





























 従来, 人工的な骨代嗣材と しては高分子材料や金属が主に使われてきたが, 近奪, セラミック
 スの応屠が検討されるようになり, 一部では臨床応胴 も進められている。'中でも合成ハイ ドロキ
 シアパタイト (以下琶Aと略す) は, リン酸カルシウム系セラミックスの一種で, 歯や骨な ど硬
 絹織を形成する無機成分に類似 した bio&ctive ce輸租ics として注目されている人工材料である。
 今回著者は, HAの骨代嗣紡としての臨床応尾を検討するために, ラット頭頂部骨膜下に多乳
 質 蚤{Aブロ ックを oη墨ay gra£t する基礎的な実験をおこない, HAの生体 との反応, 特に骨形成
 性について縷索 した。
 箋験に使嗣 したHAは, 湿式合成後 900℃で焼成 した平均気孔径 50, 90, 200, 280 μm (気孔率
 70～85%, 大きさ約5×5×2聯) の4種類の多孔質ブロックである。 実験動物には, Wister系
 ラット (雄, 10 週齢, 体重約 250g) 100匹を横網 し, 全麻下に頭頂部骨膜下にブロ ックを埋
 入 し, 生, 3, 5, 10, 20週後に屠殺, 脱灰標示を作製 して病理維織学的に観察 した。
 結果:
 i) HAを埋入 した部位において, ブ瓢 ックの露出や炎症反応などは認めなかった。
 2) いずれの気孔径においてもブロ ックの周辺部より気孔内への線維性結合組織の侵入が認めら
 れ, 3週後より母床骨表層 に骨の添加がおこり, 5週後には, 母床畳から気孔へむかって新生
 骨が侵入 していた。
 3) 気孔径 50, 90, 200 μ燃 のものでは経時的に新生骨の侵入が進み, io週後では ブロックの約
 1/2, 2G 週後では約3/4の高さまで新生骨の形成がみ られた。
 4) 新生骨 はすべて母床畳から連続 して気孔内に侵入 しており, 母床骨から離れたところでの孤
 立した骨形成は認め られなかった。 また気孔内に形成された新生骨はいずれの気孔径のもので
 も屡板骨状を呈 しており, HAと線維の介盗なしに直接接 していた。
 5) 気孔径 280 μ鑑 のものではブロックの機械的強度が低く, 骨膜の tensio員 によってブロック
 が潰れる様に変形をきた し, 骨形成 は著 しく劣っていた。
 以上のことから, HAは生体に対 して為害反応を示さず, 優れた骨伝導性 (osteoco磁uction)
 を もつ人工材料であることがわかった。 特に50 μm という小さな気孔においても骨形成が認めら
 れ, ioO μpa 以上の気孔径がないと骨形成がおこりにく いといわれている他の骨代馬材料に比較

















 口腔外科臨床において骨移植手術は, 外傷が腫瘍嚢胞等の摘出に伴う顎骨欠損部の修復, 吸収
 した顎堤の挙上, 顎裂部の閉鎖等の目的で しばしば行われている。 一般には生着良好なために自
 家新鮮骨移植が行われているが, 骨採取部に対する二次的侵襲や採取でき る骨量に限界があるこ
 と等の欠点があり, 各種保存骨や人工的な骨代薦秘の研究が進められている。
 合成ハイ ドロキシアパタイト (以下珪Aと略す) は, 癒や骨など硬組織を形成する無機成分に
 類似 したセラミック材料であり, 骨と直接結合する むioac七ive ce聡錦aics として近年注目されて
 いる人工材'料である。
 本研究では, HAの骨代嗣材としての臨床応尾を検討する目的で, ラット頭頂部骨膜下へHA
 ブロックを埋入 し, HAの生体との反応, 特に骨形成性について検索 している。 輿験には, 平均
 気孔径が 50, 90, 200, 280 μ狐の4 種類の多孔質HAブロ ックを弔 い, 埋入後1週か ら20週まで
 を, 病理組織学的に観察している。 尚, ラット頭頂部骨膜下 0βi&y-gr&銑 は骨創を作り Onlay
 gr&£t する 実験系に比較 し, 鷺欠損に伴う自 己修復能の影響が穽常に少ないという特徴をもって
 いる。
 砺究の結果, 次の結論を得ている。
 (1) HAを埋入した部位において, HAの露出や炎症等, 為害反応はなく, 生体親和性がよい。
 (2) 多孔質HAブロックの気孔内は, はじめに結合組織で埋められ, 3週後より母床骨から立ち
 上る様に骨形成がおこり, 経時的にブロック内へ骨侵入が進んだ。 気孔径 50, 90, 200 μ堕のも
 のでは新生骨の侵入の度合いに大きな差はなく, いずれも形成された骨は薦被骨抜を呈 してお
 り, RAと線維の介在なしに直接接 していた。
 ③ 気孔内に形成された新生骨はすべて母床骨から連続しており, 母床骨から離れたところでの
 孤立 した骨形成は認めなかった。 このことから, HAは骨伝導 (osteo co認麓c七ion)に優れ,
 £ra王ne wo盛としての働きをもった材料であるが, 骨誘導 (osもeo i鍵疑。虹ioぬ) はないものと
 考え られた。
 (4) 気孔径が大きくなるに従い, ブロックの機械的強度は低下 し, 280 μ磁 のものでは骨膜の
 伽siG浪 によって ブロ ック が潰れる様に変形をきた し, 骨の形成は著しく劣っていた。 従って,
 o讃ay graft においては, ブロックの機械的強度も骨形成に係わる重要な雷干であることが示
 唆さ れた。
  以上, 水飜究の結果は, 骨代嗣材料に関する研究分野において貴重なる成果をもたらし, ま
 た琵Aの骨代鋼材と して臨床応電でき る可能性を示 した ものとして意義が大きい。
 よって, 本論文は学位授与に値する ものであることを認める。
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